
令和２年度補助内容（エネルギー３Ｒ事業補助金）

エネルギー３R推進事業について

エネルギー３R推進事業の概要

Re-create（創る）
◆住宅用太陽光発電システム

Reduce（省く）
◆地中熱ヒートポンプシステム
◆エネファーム

Reuse（蓄える）
◆家庭用定置型リチウム
イオン蓄電池

市民の防災環境及び省エネ意識等の更なる向上

一体的な二酸化炭素の排出削減

家庭において電気を創り、省き、蓄えることにより、生活から排出される二酸化炭素排出量
の一体的な削減を支援するため、太陽光発電システム、家庭用定置型リチウムイオン蓄電池、
地中熱、エネファーム、V2Hを導入する方に、設置費用の一部を補助します。

○市民ニーズの変化

○再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）

再生可能エネルギーで発電した電気を、電力会社が一定価格で一定期間買い取ることを国が約束
する制度。

エネルギー３R推進事業の概要

住宅用太陽光発電システム ［8,700千円］1

◆ 補 助 額：30,000円（定額）

◆ 補助件数：290件
※ 補助実績から件数の見直し
【R1 270件 → R2 290件】

※ R1年度の補助実績は、290件
(他のメニューから予算流用)

家庭用定置型リチウムイオン蓄電池システム ［9,600千円］２

◆ 補 助 額：120,000円（定額）
※ 補助額の見直し
【150,000円 → 120,000円】

◆ 補助件数：80件
※ 補助実績から件数の見直し
【R1 70件 → R2 80件】
※ R1年度の補助実績は、70件

(R1年度は、6/27に予定件数に達成）

地中熱利用ヒートポンプシステム ［100千円］３

◆ 補 助 額：100,000円（定額）
※ 補助額の見直し
【200,000円 → 100,000円】

◆ 補助件数：1件
※ R1年度の補助実績は、0件

家庭用燃料電池（エネファーム） ［1,500千円］４

◆ 補 助 額：50,000円（定額）

◆ 補助件数：30件
※ 補助実績から件数の見直し
【60件 → 30件】

※ R1年度は、27件

◆蓄電池の設置の増加 ５年間で14倍
【2015年度：5件 ⇒ 2019年度：70件】

◆電気自動車を家庭用蓄電池として活用
電気自動車充給電設備（V2H）の設置補助

◆買取開始
2009年11月～

◆買取期間
10年

2019年11月以降
買取期間が満了する
世帯が発生

買取制度の開始 2019年問題

買取期間満了後
①小売電気事業者等と
買取の個別契約

②電力を蓄えて自家消費

市民ニーズの変化

消耗品費 事業に係る消耗品代（フラットファイル等） 16,886円

郵便料
郵便切手／84円切手 84円×350枚 ＝ 29,400円

郵便切手／94円切手 94円×100枚 ＝ 9,400円

補助交付金 詳細は右記のとおり 20,740,000円

電気自動車充給電設備（V2H） ［90千円］５

◆ 補 助 額：30,000円（定額）

◆ 補助件数：3件
※ 2015～2017年度補助制度あり（補助実績なし）

令和２年度補助内容（燃料電池自動車導入補助金） ［750千円］

◆ 補 助 額：250,000円（定額）

◆ 補助件数：3件（R1 4件）
※ Ｒ1年度補助実績は、2件
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